






要約:NlCU 入院中の親子への支援を論じるとき、親と子の関係性の発達過程を明らかにす

る必要があるだろう。本研究では、面会時の臨床的観察を通して、親の自発的なコメント

の変化と親子の行動の変化を記述し、「NlCU における親と子の関係性の発達モデル」を作

成した。この発達モデルは、親と子の関係性が順調に発達しているか否かを評価し、様々

な支援の有効性を測る尺度として有用であると考えられた。また、事例を集積することに

よって、親と子の関係性の発達に影響をおよぽす要因について、仮説的に同定することが

できた。


